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1 “日本語初級総合教程 CD-ROM 付” (監修 李妲莉)は “日本語初級教程” という日本語教育用インター
ネット教材をもとに作られた教科書である．
2 ‘非専攻日本語教育’ はここで大学において日本語を第 1外国語か第 2外国語として選択され，それに関
わる教育のことを指す．
3 ‘新世紀第 1回中国大学日本語教育研究国際シンポジウム’ は 2001年 7月に上海で開かれ，その ‘論文
集’ (監修 徐敏民，韓小龍)は 2002 年 10月，上海三聯書店によって出版された．
4 論文集の紙面が限られているため，ほとんどのものがそのあらすじだけ述べられている．
3大学非専攻日本語学習者のマルチメディア教材の利用状況をめぐって

























めたのである(計 31名)．表 1は 1995～2003年にかけて湖南大学日本語学部の在籍教師の人数
と学部生及び院生の人数の変遷を示している．
基本的には 1クラスの人数が 20名から 25名までとされるが，教師不足に対し，学生数が年々
——————————————————
5 ‘共通日本語’ はここで ‘大学非専攻日本語’ の意味を表している．
6 ‘王宏’ : 上海外国語学院教授，中国日語教学研究会顧問．
















ると 600名ぐらいに上がり，2001年は約 800名，2002年の前半期は 400名ぐらいであった．そ
の後半期は担任教師がいなかったため，このコースが休講となっているところへ，マルチメディ




応できたかについては，このコースに採用した “日本語初級総合教程” (CD-ROM 付)というマ
ルチメディア教材によるところが大きいと考えられる．
3. 湖南大学における非専攻日本語学習者のマルチメディア教材利用
3–1. マルチメディア日本語教材 “日本語初級総合教程” (CD-ROM 付)について
前述したように湖南大学で 2002年から非専攻日本語教育に採用した “日本語初級総合教程”
(CD-ROM 付)は中国教育委員会の審査を受けた ‘大学日本語(第 2外国語)教育大綱’ をもと
表 1 1995年からの湖南大学日本語学部の教師数と学生数
年 度 95年 96年 97年 98年 99年 00年 01年 02年 03年
教師数 9名 9名 9名 8名 10名 12名 15名 16名 20名
学生数 20名 28名 27名 31名 69名 100名 108名 118名 120名





























































をめぐって—“日本語初級総合教程 (CD-ROM 付)” を中心に’ (李妲莉，案野香子)という
論文8を参照していただきたい．
次に掲載してある図は CD-ROM の主画面と各ユニットの第 1課の主画面である．
——————————————————
8 当該論文は 2004年 8月 6～7日，東京・昭和女子大学で開かれた 2004年日本語教育国際研究大会の予
稿集に掲載されている．
図 2 第 1ユニット第 1課の主画面
図 1 CD-ROM の主画面
7大学非専攻日本語学習者のマルチメディア教材の利用状況をめぐって
図 3 第 2ユニット第 1課の主画面
















とることになっている)．日本語選択科目コース日本語 I15の学習時間数は 64時間と定められ，  単
位数は四つとされている．それを終了したものは日本語 II を選ぶことができる．日本語 II は
——————————————————
9 ここでいう ‘選択科目’ は，本科生だけでなく大学院生も選択できる第 2外国語としての日本語初級コー
スである．
10 899名のうち，前期 56名で後期 843名である．人数が多いので，後期の学習者は八つの教室でネット
ワーク施設を通して同時に授業を受けたのである．













英語専攻 55名 同上 160時間 10
観光管理専攻11 32名 同上 128時間 8





非専攻第 1外国語 10名 “大学日本語” (監修 顧明耀) 128時間 12
1. 中国では新学期は毎年 9月から始まるので，9月～翌年の 7月を 1学年とする．
















教科書というと，これまで非専攻第 2外国語の日本語コースは主に “標準日本語”16 と “大学
日語簡明教程” (監修 王詩栄，林璋)17を採用していたが，2002年の 9月から湖南大学による
“日本語初級総合教程” (CD-ROM 付)及びその副教材 “日本語初級総合教程学習指導書” を採
用することになった．ただし，英語修士課程専攻コースには日本語既習者が 7名いるので，“中日
交流標準日本語” (中級)を使用することになった．非専攻第 1外国語の日本語コースは中国教育
部のシラバスに準拠した “大学日本語” 全 4冊(監修 顧明耀)を使っている．
学習時間数をみると，英語専攻，英語修士課程専攻，博士課程専攻コースは同じく 160時間で，
観光管理専攻コースも非専攻第 1外国語としての日本語コースも 128時間になっている．それに






















り，“初級 1・2” は 1988年 7月，“中級 1・2” は 1990年 1月，中国人民教育出版社により初版が出さ
れたものである．
17 “大学日語簡明教程” (監修 王詩栄，林璋)は 1999年中国高等教育出版社によって出版された第 2外国
語日本語学習者向けの教科書である．
10 世界の日本語教育
写真 2 マルチメディア教材の利用による日本語講義中 2
撮影 劉夢非






われている．他の大学と異なるところは 2002年の 9月から “日本語初級総合教程” (CD-ROM
付)という新しい教材を試用したことである．この教科書の利用者はどのような人たちなのか，学
習者の学習目的は何なのか，教科書の使用効果はどうなっているか，今後，マルチメディア教材

















q 対象 : 今回は湖南大学 2003年度前半期の英語専攻コース，観光管理専攻コース及び選択
科目コースの学習者を対象にしてアンケート調査を行なった．






e 回収状況 : 今回の調査では 914部のアンケート調査票を配布し，833部回収した．回収率
は 91% である．そのうち，答えが不完全で無効にした 2部を除き，本稿の分析には計 831
部を用いた．










そのうち，理工系学生は 90% で，文科系学生は僅か 10% だけである．これは湖南大学は総合
大学であるが，理工系を専攻する人が圧倒的に多いことに起因しているといえる．しかもこの
コースの学習者は，‘コンピュータと通信学院’ (104名 16%)と ‘電気と情報工程学院’ (103名
16%)に集中していることがよく分かった．
性別からみれば男性 532名 64% で，女性 299名 36% である．学年別にみると，英語専攻と
観光管理専攻コースの学習者全員が 3年生であるのに対し，選択科目コース学習者の 90% は 1
年生である．日本語学習歴については既習者は 7% だけで，初心者は 93% を占めている．それ
から，パソコンを持っている人は約 36% で，持っていない人は 54% である18．その上，インター
ネットの利用法については，インターネットカフェを利用する人が 547名 66% で，それに次い
で大学ネットワークまたは学生寮につながるネットワークの利用者は 216名 26%，家庭用ブロー
ドバンド接続の利用者は 36名 4%，家庭用ダイヤルアップ接続の利用者は 39名 5% だけである．
インターネットを利用する目的については，資料収集は 425名 51%，ニュース閲覧は 111 名







A 日本語に興味がある 572名 16名 27名
B 将来の就職のため 238名 18名 25名
C 日本の漫画・アニメに興味がある 240名 3名 15名
D 日本の青春ドラマに興味がある 57名 4名 12名
E 日本の流行歌に興味がある 84名 0 6名
F 日本の文化に興味がある 260名 7名 8名
G 日本の経済に興味がある 98名 2名 3名
H 日本へ留学のため 79名 0 0
I 単位数をとるため 87名 14名 5名
J その他 66名 4名 4名





表 4で分かるように上位にある五つの項目は A > B > F > C > G の順である．即ち ‘A 日本
語に興味がある’ 人は一番多く(計 615名)，その次は ‘B 将来の就職のため(計 281名)’，‘F 日
本の文化に興味がある(計 275名)’ は第 3 位，‘C 日本の漫画・アニメに興味がある(計 258
名)’  は第 4位で，‘G 日本の経済に興味がある(計 103名)’ は第 5位である．その中から上位
にある五つの選択肢を図 5で示す．





A 少し分かれば良い 66名 0 3名
B 簡単なコミュニケーションができるようになりたい 422名 17名 13名
C 日本語能力試験 3級に合格したい 164名 11名 19名
D 専門に関する文章が読めるようになりたい 109名 1名 6名
図 5 学習目的による調査結果の上位にある五つの選択肢
















第 12問の ‘このコースに使用する “日本語初級総合教程” (CD-ROM 付)を購入しましたか’
という質問については，異なる三つのコースには次のような差が現れた．
第 14問の ‘このコースに使用する “日本語初級総合教程学習指導書” を購入しましたか’ とい
う質問についての回答は図 9，図 10，図 11に示した．
図 6～11で分かるように，学習時間が 160時間に設定されている観光管理専攻コースと英語専
攻コースの学習者はほとんど主教材も副教材も買ったのに対し，選択科目コースの学習者は主教
材を買った人が 65% で，副教材を買った人は 35%だけである．主教材を買わなかった理由とし
て挙げられているのは値段が高すぎるためである (21%)．その次にあげられているのはパソコン
を持っていないためである (11%)．副教材の “日本語初級総合教程学習指導書” を買わなかった
理由として挙げられているのは ‘値段が高すぎるため’ である (22%) だけでなく ‘その内容が
主教材の CD-ROM に入っているため’ という理由を挙げた人も多い (22%)．
































に多く,合わせて 573名もいて調査対象者全体の 69% を占めている．
ちなみに主教材(文字教科書 + CD-ROM) は中国人民幣の 43元(日本円の約 600円にあた
る)で，副教材は 22.6元(日本円の約 300円にあたる)である．















A 伝統的教材(文字教科書) 126名 1名 6名
B マルチメディア教材(文字教科書プラス CD-ROM) 543名 27名 29名
C インターネット教材 83名 0 2名




1 2 3 4 5
1. 全体的デザインに対する満足感 全体的デザイン 3 3 18 44 30
2. 内容構成に対する満足感 内容構成 2.5 4 16 43 34
3. レイアウトに対する満足感 レイアウト 2 6 19 39 33
4. CD-ROM の操作性に対する満足感 CD-ROM の操作性 2.5 6 24 32 34
5. CD-ROM の双方向性に対する満足感 CD-ROM の双方向性 4.5 8 27 35 26
注 : 満足感の高い順位は 5 > 4 > 3 > 2 > 1となる．*満足感を示す．その他の数字はすべて % を示す．
*
16 世界の日本語教育
は 492名 59%で，少なすぎると思う人は 236名 28%である．多すぎると思う人はほとんどいな
い．それから，重点的に教えてほしい項目は ‘A 聞く話す B 読み書き C 文法 D 翻訳 E
その他’ という項目をあげたが，そのうち，選択肢の ‘A’ を選んだ人が一番多く(570名 69%)，
その次は ‘B’ (208名 25%)，‘C’ (45名 5%)，‘D’ (21名 3%)の順である．これでよく分か
るように，‘聞く話す’ を重視する学習者が一番多く，次いで読み書き，翻訳の順となっている．
第 23問は ‘あなたはこのコースで専門用語を習う必要があると思いますか’ となっているが，
‘ある’ を選んだ人は 504名 61%，‘なし’ は 131名 16%，‘どちらでもよい’ は 187名 23%，そ
の他を選んだ人は 10名 1%しかいない．
‘あなたの好きな授業方式を次の A～D から選んでください．’ (第 24問)に関しては以下の
ような回答を得た(表 8)．
表 8で分かるように選択肢の A を選んだ人が圧倒的に多い．マルチメディア教材を望む人が
たくさんいるが(表 7参照)，授業の方式というと，依然として教師に従って学びたがる人のほう




‘日本語を勉強する中で，一番困難を感じた点を次の A～D から選んでください．’ (第 25
問)については ‘A 発音 B ヒヤリング C 文法 D 単語記憶’ のように四つの選択肢の中から一つ
選んでもらったが，その結果，二つ以上選んだ人もいる．
三つのコースの結果をまとめてみると選択肢の ‘D 単語の記憶’ を選んだ人が一番多い (38%)．
次いで ‘C 文法’ (28%)，‘B ヒヤリング’ (18%)，‘A 発音’ (18%) の順となっている．
‘あなたは自分の学習上の問題点をどのように解決しようとしていますか．’ (第 26問)という質
問に対しては，選択肢の ‘C 一層練習する’ を選んだ人が一番多く (49%)，その次は ‘A 自分





A 教師について学ぶ 562名 21名 21名
B インターネット教室利用 71名 1名 1名
C マルチメディア式教室で学ぶ 102名 6名 16名
D その他 18名 2名 3名
17大学非専攻日本語学習者のマルチメディア教材の利用状況をめぐって
回答をみると，選択肢の A ‘復習と予習’ を選んだ人は 51%，それから，選択肢の B ‘関連書
籍と資料を読む’ を選んだ人は 25%，選択肢の C ‘日本語のラジオ放送を聞く’ を選んだ人は
2% だけで，選択肢の D ‘ほとんど勉強しない’ を選んだ人は 22% である．
‘日本語の勉強についてあなたはどう思っていますか．’ (第 28問)については，予想通り，選択























A 非常に難しい 140名 18名 17名
B とても簡単だ 32名 0 0
C 難しくも易しくもない 556名 12名 24名




























4. ま と め










t 豊富多彩な内容からなる CD-ROM では教師の教えたいところまたは学生の勉強したい
ところを自由に選ぶことができる．
問題点






























な変化を見せ始めた’ (水谷 修 2003:1)．国際交流基金による 2003年海外日本語教育機関調査
















19 “日本語初級総合教程教学参考書 CD-ROM 付” (編著 李妲莉)は平成 15年度日本語教育フェローシッ
プの研究成果の一つとして 2004年 7月に中国高等教育出版社により出版されたものである．
20 “日本語基礎教程 CD-ROM 付” と “日本語基礎教程学習指導書” (監修 李妲莉)は “日本語初級総合
教程” の短縮版として 2004年 10月に中国高等教育出版社により出版されたものである．
21大学非専攻日本語学習者のマルチメディア教材の利用状況をめぐって
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2 性別 : A 男 B 女
3 学年
A 1年生 B 2年生 C 3年生 D 4年生 E 修士課程 F 博士課程
4 あなたは以前日本語を勉強したことがありますか．
A ある B なし
5 4番で ‘A’ を選んだ方は，具体的な期間を次から選んでください．
A 1ヵ月ぐらい B 3ヵ月ぐらい C 6ヵ月ぐらい D 1年ぐらい
6 以前，どんな教科書を使いましたか．
A 《標準日本語》 B 《新編日本語》 C その他(具体的に )
7 パソコンを持っていますか(自宅にあるものを含む)







A 資料収集 B ニュース閲覧 C チャット D その他
二，学習目的と目標
10 このコースを選んだ理由は何かについて次の A～J から選んでください．
(多項目選択可能)
A 日本語に興味がある B 将来の就職のため
C 日本の漫画・アニメに興味がある D 日本の青春ドラマに興味がある
E 日本の流行歌に興味がある F 日本の文化に興味がある
G 日本の経済に興味がある H 日本留学のため
I 単位数をとるため J その他
11 あなたはどのレベルまで日本語を勉強したいと思っていますか．
A 少し分かれば良い B 簡単なコミュニケーションができるようになりたい
C 日本語能力試験 3級に合格したい D 専門に関する文章が読めるようになりたい
三，教材について
12 このコースに使用する “日本語初級総合教程” (CD-ROM 付)を購入しましたか．
A はい B いいえ (C 近いうちに買う予定 D 買うつもりはない)
13 12番で B を選んだ方はその理由を教えてください．
A 高すぎる B 内容などあまり良くない
C パソコンを持っていないため D その他
14 このコースに使用する “日本語初級総合教程学習指導書” を購入しましたか．
A はい B いいえ (C 近いうちに買う予定 D 買うつもりはない)
23大学非専攻日本語学習者のマルチメディア教材の利用状況をめぐって
15 14番で B を選んだ方は，その理由を教えてください．
A 高すぎる B 学生に不必要 C その内容は主教材の CD-ROM に入っている
D その他
16 “日本語初級総合教程” (CD-ROM 付)のようなマルチメディア教材を使用したいですか，使用したく
ないですか．
A 使用したい B 比較的興味がある
C どちらでも良い D 使用したくない
17 以下の 1)～5) は本教材に対する評価です．(1 2 3 4 5 はあなたの満足感を表しています．‘5’ は非
常に満足している，‘1’ は不満足を示しています．ほかはそれに応じて順次増減します．あなたの満足
感によってそのうちのいずれかを選んでください．)
1) 本教材の全体的デザインに対する満足感 1 2 3 4 5
2) 本教材の内容構成に対する満足感 1 2 3 4 5
3) 本教材のレイアウトに対する満足感 1 2 3 4 5
4) 本教材用 CD-ROM の操作性に対する満足感 1 2 3 4 5
5) 本教材用 CD-ROM の双方向性に対する満足感 1 2 3 4 5
18 あなたはどのような教材を好みますか．次の A～D から選んでください．
A 伝統的教材(文字教科書) B マルチメディア教材(文字教科書プラス CD-ROM)




A 非常に良い B 良い C 普通 D あまり良くない
20 このコースの学習効果があまり良くないと思う場合の理由を次の A～D から選んでください．
A 教師 B 教材 C 設備 D その他
21 あなたはこのコースの授業時間数についてどう思いますか．
A ちょうど良い B 多すぎる C 少なすぎる D その他
22 教師に重点的に教えてほしい項目を次の A～D から選んでください．
A 聞く話す B 読み書き C 文法 D 翻訳
23 あなたは専門用語を習得する必要があると思いますか．
A ある B なし C どちらでも良い D その他
24 あなたの好きな授業方式を次の A～D から選んでください．
A 教師について学ぶ B インターネット教室利用
C マルチメディア式教室で学ぶ D その他
選んだ項目の理由を簡単に書いてください．
25 日本語を勉強する中で，一番困難を感じた点を次の A～D から選んでください．
A 発音 B ヒヤリング C 文法 D 単語記憶
26 あなたは自分の学習上の問題点をどのように解決しようとしていますか．
A 自分で本を読む B 教師に聞く C 一層練習する D 無視
27 あなたは授業のあと，どういうふうに日本語を勉強していますか．
A 復習と予習 B 関連書籍と資料を読む
C 日本語のラジオ放送を聞く D ほとんど勉強しない
24 世界の日本語教育
28 あなたは日本語の勉強についてどう思っていますか．
A 非常に難しい B とても簡単だ
C 難しくも易しくもない D 専門ではないから何とも思わない
29 来学期も本コースを設けた場合，あなたはまたこのコースを受講しますか．
A はい B いいえ C まだよく考えていない D 場合による
30 このコースについての感想，意見または提案などを書いてください．
ご協力，ありがとうございました．
